
サッカーW杯で一躍有名となったタタールスタン共和国。世界遺産のボルガル遺跡など観光素材も豊富 

　18年は日露の観光交流における大き
な節目の年となった。16年の日露首脳
会談で合意した人的交流拡大を含む協
力プランに基づき18年が「ロシアにおけ
る日本年」と「日本におけるロシア年」
に定められ、さまざまな交流イベントが
開催された。「ロシアにおける日本年」
では歌舞伎公演をはじめ、文化フェス
ティバル、日ロ関係のシンポジウム、ビ
ジネスフォーラムなど文化・政治・経
済各分野の交流イベントが、ロシア国
内30以上の州・共和国などで300件以
上開催されており、これらの参加者の

渡航需要も増大した。
　大学間の交流協定は381件、若者間
の交流も17年は1000人規模に達し、
前年より倍増した。さらに友好姉妹都
市提携は福岡県・ウリヤノフスク州や
栃木県・カルーガ州など45件に増えて
おり、各種地域間交流プログラムが行
われている。
　そして6月中旬から7月中旬にかけて
サッカーW杯がロシアで開催され、日
本が16強まで勝ち進んだこともあり、
観戦旅行が盛り上がった。同時に、日
本代表が合宿地としたタタールスタン共

和国の首都・カザンの名がたびたび報
道され、同地の関心度と認知度も上昇。
W杯の開催効果で都市部の治安が改善
され、街の美化も進んだことで旅行者
にとっては好ましい環境が整ってきた。
これにより17年に10万2000人だった日
本人客はさらに増大していくものと見
られる。

　こうした追い風もあって18年のロシ
ア旅行市場は活況を呈した。ロシア関
連の旅行・航空関連事業を行うジャパ
ン・エア・トラベル・マーケティング
（JATM）の羽田ダッシュ社長は、11
月に都内で開催されたロシア旅行セミ
ナーで「18年もロシアは好調で、当社
の取扱人数は1万人を初めて超え、航
空券の発券も2万3000以上となり、売
上高は20億円を超えた」と説明。業績
好調をアピールした。
　25年以上にわたり日露間の旅行手配
を手掛けるインツーリスト・ジャパンも、
W杯の開催期間を中心にロシア旅行の
各種問い合わせやビザ業務などで多忙
を極め、大会期間の前後も行政機関な
どの視察旅行需要が例年に増して多

かったという。
　18年の盛り上がりを受けて19年もロ
シア旅行の好調持続が期待できる。特
需は去っても、旅行交流を支える基盤
が整ってきているからだ。特に航空会
社の路線展開の拡充が進んでいる。昨年、
東京就航50周年を迎えたアエロフロー
ト・ロシア航空（SU）は、成田／モス
クワ線のロードファクターが往復とも
88％以上と好調なことを受けて、来年
4月からは機材をA330型からB777-
300ER型へ大型化。プレミアムエコノ
ミーで48席、エコノミーで54席、計
102席のキャパシティー拡大となる。座
席供給力は往復で月に約6000席増加す
ることになる。
　S7航空（S7）も日本を含む国際線が
18年には12.5％増加したが、日本関連

では成田発着のイルクーツク線とノボシ
ビリスク線を開設。同路線に関しては
日本航空と共同運航する形で販売の強
化も図っている。
　航空会社の路線展開の拡充だけでな
く、旅行会社も体制強化を図る。
JATMは10月に、同じIAJグループを
構成するインターアビエーション・ジャ
パンなど3社と共に、食品関連事業な
どを展開するタイヘイグループ傘下に入
り、旅行部門を統括するT-LIFEホー
ルディングスでタビックスジャパン、東
日観光などと旅行事業を担う。
　JATMの羽田社長は「IAJの4社は
いずれも業績が伸びている。今後は大
会社のサポートを受け、より高品質な
商品を安定的に提供していく」とし、
19年は今年の伸びを上回る20％程度の

業績拡大を期待している。T-LIFEグ
ループ内の連携では「いずれ何らかの形
で協力し合えることもあるはず」（羽田
社長）としている。
　ロシア現地の受け入れ環境も向上し
ている。極東ロシアではユジノサハリン
スク。19年度上期からオーロラ航空
（HZ）により週3便運航する予定で、6
月中旬から7月中旬はフラワーハイキン
グに適したデスティネーションとなり、
プガチョフスキー泥火山といった新たな
観光素材も開発されており、期待が高
まっている。
　ウラジオストクは日本を含む各国から
の国際線が拡大傾向にあるため中国や
韓国などを中心に旅行者が急増。ピー
ク時のホテル確保が難しく、早めの手
配が必要になっているほど活況を呈し、

特需に沸いた
ロシア市場
W杯や観光年で急拡大の兆し
日本からロシアへの旅行市場が好調だ。昨年の訪露ビザの緩和をきっかけに、
今年のサッカー・ワールドカップ（W杯）や「ロシアにおける日本年」開催が市場を活性化。
観光地の整備が進んだり、機運が高まったことで、さらなる成長が期待される。

19年の好調も期待
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昨年オープンした鉄道博物館。
歴史的な鉄道がずらりと並ぶ

飲食店等の観光インフラも拡充が目覚
ましく、魅力的な観光デスティネーショ
ンの条件を整えつつある。
　ヨーロッパ・ロシアに関しても話題
は多い。モスクワでは観光の新スポット
としてフェデレーションタワー89階にあ
る展望台「パノラマ360」が旅行者の人
気を集めるほか、東西冷戦時代の核シェ
ルターを博物館に改装した「バンカー
42」といったユニークな観光素材にも注
目だ。
　サンクトペテルブルクも昨年、鉄道博
物館がオープンしたことは鉄道ファンに
は嬉しい話題。超高層ビルのラフタセン
ターは近いうちに竣工の運びだが、こ
れが完成すると地上357ｍの展望台が
開業予定で新たな観光スポットとなる
ことが期待される。

　日本の旅行業界としてもロシアの伸
びは期待のトピックの1つ。JATA（日
本旅行業協会）は、ロシア方面の旅行
需要活性化に積極的に取り組んでおり、
4月の自民党幹事長の二階俊博氏を団
長とするロシア訪問団にはJATAから
も田川博己会長を含む20人以上が参加。
10月の自民党観光立国調査会代表団の
モスクワ視察にも菊間潤吾副会長ら4人
が参加した。
　またJATAのアウトバウンド促進協
議会（JOTC）の欧州ロシア分科会では
各旅行会社がロシアの商品造成の背中
を押しており、ヨーロッパ・ロシアなど
の新商品造成につながっている。
　旅行会社がプロモーションに使用で

きるツールとして極東ロシアのロゴマー
クも制作し、ロシアのセールスマニュア
ルやフォトライブラリーの整備を予定。
11月には観光庁や日本政府観光局
（JNTO）とともに、日露相互交流拡大
ワーキンググループを設置し、19年は
14万1000人の送客を目指す。

業界挙げて強化の動き


